
かすかべきょうど  ぬりえ
～東中野の獅子舞～

ひがしなかの ししまい

   その昔、東中野の香取神社の大木に化けものが住みつき、夜な夜な奇声をあげるようになりました。恐れた
村人が退治しようとしたところ、「あれは獅子であるゆえ、神社に祀るように」と神様のお告げがあったため、
神社に安置し、獅子舞に使うようになったということです。この獅子舞は現在の越谷市下間久里から伝授され
たもので、享保 5年（1720 年）の秘伝書も伝わっています。（毎年 11 月の第３日曜日に東中野香取神社にて公開）
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